
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選

No.634
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渋
滞
の
車
列
は
光
る
川
の
よ
う
に

高
速
道
路
の
闇
を
流
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
八
2

小
亀
美
江
子

午
後
の
部
屋
の
障
子
に
映
る
木
漏
れ
日
は

風
に
揺
ら
れ
て
光
の
ダ
ン
ス
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
　
吉
谷
　
澄
子

正
月
二
日
氷
川
神
社
の
神
主
は

わ
が
家
の
神
棚
に
祝
詞
を
奏
す
　
　
　
　
　
　
緑
2

鳥
居
志
乃
冨

六
歳
の
孫
と
ゲ
ー
ム
を
楽
し
め
ば

真
剣
に
な
っ
て
い
る
と
笑
わ
れ
て
し
ま
う
　
　
里
　
　
堀
部
　
悦
子

始
め
て
の
紐
い
っ
ぱ
ま
で
上
げ
し
凧

見
上
げ
て
歓
喜
の
声
の
六
歳
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

川
名
　
佳
子

よ
ち
よ
ち
と
子
が
土
鳩
追
ふ
春
の
土
　
　
　
　
桜
6

豊
田
ト
ヨ
子

正
坐
し
て
永
よ
り
書
き
ぬ
初
硯
　
　
　
　
　
　
里
　
　
石
田
　
実

蒔
絵
な
る
重
ね
の
馳
走
三
が
日
　
　
　
　
　
　
本
1

河
崎
　
シ
ズ

冠
雪
の
富
士
を
遠
く
に
暮
ら
し
を
り
　
　
　
　
桜
1

奥
山
　
賢
助

病
む
母
の
今
日
よ
く
話
し
蜜
柑
む
く
　
　
　
　
辻
　
　
木
下
　
洋
子

初
詣
り
八
十
三
歳
矍
鑠
と
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
4

西
野
　
定
雄

妻
と
来
て
冬
の
旅
路
の
五
条
坂
　
　
　
　
　
　
本
3

菊
地
原
武
昭

老
い
の
手
を
引
き
少
年
の
息
白
し
　
　
　
　
　
南
2

益
子
　
幸
江

お
神
籤
で
娘
と
笑
い
合
う
安
堵
感
　
　
　
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子

褒
め
ら
れ
て
私
の
レ
シ
ピ
増
え
て
く
る
　
　
　
里
　
　
遠
藤
て
い
子

大
店
舗
倒
す
デ
フ
レ
の
恐
ろ
し
さ
　
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
礼

登
っ
て
も
先
の
見
え
な
い
急
階
段
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
邊
　
左
吉

手
相
見
の
お
だ
て
大
き
な
夢
持
た
せ
　
　
　
　
南
5

吉
村
戸
支
子

朝
起
き
て
気
温
に
元
気
左
右
さ
れ
　
　
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶

寒
い
中
桜
の
便
り
聞
え
来
る
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

な
げ
く
ま
い
年
金
額
の
少
な
さ
に
　
　
　
　
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

A

納
税
は
期
限
内
に
。
振
替
納
税

（
口
座
振
替
）
を
お
勧
め
し
ま
す

納
期
限

申
告
所
得
税
＝
3
月
15

日
（
月
）、
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
＝
3
月

31
日
（
水
）
※
口
座
振
替
依
頼
書

を
管
轄
す
る
税
務
署
ま
た
は
金
融

機
関
に
納
期
限
ま
で
に
提
出
さ
れ

ま
す
と
、
21
年
分
の
申
告
分
か
ら

ご
利
用
で
き
ま
す
。

振
替
日
　
申
告
所
得
税
＝
4
月
22

日
（
木
）、
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
＝
4
月

27
日
（
火
）

A

納
税
証
明
書
を
請
求
さ
れ
る
方

納
税
証
明
書
の
受
付
お
よ
び
発

行
は
、「
ス
キ
ッ
プ
シ
テ
ィ
」
の

申
告
会
場
で
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。税
務
署
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
21
年
分
の
所
得
税
お
よ

び
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
納

税
証
明
書
を
請
求
さ
れ
る
場
合
に

は
、
4
月
中
旬
頃
ま
で
の
間
、
e

｜
T
a
x
を
ご
利
用
さ
れ
て
申
告

書
の
提
出
を
さ
れ
た
方
以
外
は
、

確
定
申
告
の
写
し
（
税
務
署
の
受

付
印
の
あ
る
も
の
）、
納
税
し
た

領
収
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
請
求
に
際
し
て
は
、
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
・
印

鑑
・
手
数
料
が
必
要
で
す
。

代
理
人
が
来
署
さ
れ
る
場
合

は
、
委
任
状
・
代
理
人
の
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

な
ど
）
代
理
人
の
印
鑑
・
手
数
料

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
手
数
料
は
、
1
税
目
・
1
事
業
年

度
に
つ
き
1
枚
4
0
0
円
（
現
金

ま
た
は
収
入
印
紙
）
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
　
川
口
税
務
署
管
理
運
営

第
一
部
門
1
2
5
2
・
5
1
4
1

（
代
表
）

新
年
度
分
の
定
期
利
用
受
付
を

行
い
ま
す
。
各
自
転
車
駐
車
場
へ

直
接
、
申
込
み
く

だ
さ
い
。（
指
定
管

理
者
6
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

申
込
み
・
問
合
せ

●
鳩
ヶ
谷
駅
第
1
自
転
車
駐
車
場

1
2
8
6
・
6
6
7
0
、
●
鳩
ヶ

谷
駅
第
2
自
転
車
駐
車
場
1
2
8

6
・
6
6
3
8
、
●
南
鳩
ヶ
谷
駅

第
1
自
転
車
駐
車
場
1
2
8
6
・

1
7
6
1

朗
読
奉
仕
サ
ー
ク
ル
「
で
ん
し

ょ
鳩
の
会
」
で
は
、
庄
野
輝
子
氏

に
よ
る
「
十
三
夜
」（
樋
口
一
葉

著
）
の
朗
読
と
お
話
に
よ
る
人
権

を
考
え
る
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

3
月
12
日
（
金
）
午
前

10
時
半
〜
午
後
0
時
半

場
　
所

や
す
ら
ぎ
会
館
2
階

定
　
員

40
人

問
合
せ

白
石
1
2
8
3
・
6
5

5
4
、
城
田
1
2
8
2
・
4
6
4
3

日
　
時
　
4
月
4
日
（
日
）
午
後

2
時
か
ら
（
入
場
無
料
）

場
　
所

川
口
市
南
平
文
化
会
館

※
3
月
23
日
（
火
）
午
後
3
時
〜

4
時
、
中
央
公
民
館
で
4
月
か
ら

年
中
さ
ん
と
1
年
生
の
体
験
＆
入

会
受
付
を
し
ま
す
。
定
員
あ
り
。
事

前
に
体
験
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

尾
崎
1
2
8

6
・
3
0
9
0

対
　
象

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

な
ど
を
行
う
5
人
以
上
の
団
体

※
申
込
用
紙
は
、
市
生
涯
学
習
課

窓
口
等
で
配
布

問
合
せ

7
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

埼
玉
県
支
部
1
0
4
8
・
8
3

0
・
6
9
5
8

対
　
象

市
内
在
住
で
60
歳
以
上

の
働
く
意
欲
が
あ
る
健
康
な
方

説
明
会

毎
月
第
3
火
曜
、
午
後

1
時
半
か
ら
セ
ン
タ
ー
事
務
局
で

業
務
内
容

公
共
施
設
等
の
管
理

お
よ
び
清
掃
、
駅
自
転
車
駐
車
場

管
理
な
ど

問
合
せ

6
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
1
2
8
1
・
9
8
8
1

投稿は 1 部門 2 首（句）以内。部門を明記し漢字にはふりがなをふり毎月末日までに。掲載は 1 人 1 部門とさせていただきます。
なお、掲載作品は、選者により添削されている場合があります。

鳩
ヶ
谷
駅
・
南
鳩
ヶ
谷
駅

自
転
車
駐
車
場
利
用
受
付

川
口
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

朗
読
に
よ
る
人
権
学
習
の
会

ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
★
キ
ッ
ズ

発
表
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
会
員
募
集

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険



ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
1
0
4
8
・
8

3
1
・
4
7
0
2
（
平
日
午
後
1

時
〜
5
時
）

5
月
2
日
（
日
）
市
役
所
1
階

市
民
ロ
ビ
ー
な
ど
で
、
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
演
技
や
演
奏
、
遊
び
な

ど
の
「
こ
ど
も
ま
つ
り
」
を
行
い

ま
す
。
こ
の
お
祭
り
の
演
技
等
の

発
表
に
参
加
し
た
い
幼
児
か
ら
中

学
生
の
子
ど
も
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
3
月
23
日

（
火
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
F

A
X
で
こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員

会
・
渡
辺
へ
1
2
8
3
・
0
4
8

3
、
6
2
8
5
・
9
6
1
7

演
奏
会
日
時

7
月
11
日
（
日
）

午
後
2
時
開
演

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー「
ダ
ヴ
」

応
募
資
格

5
歳
〜
25
歳
で
、

歌
・
楽
器
の
ソ
ロ
ま
た
は
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
で
き
る
方
（
演
奏
時
間

は
10
分
以
内
）
参
加
費
は
無
料

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

4
月
24
日

（
土
）
午
後
6
時
か
ら
市
民
セ
ン

タ
ー
「
ダ
ヴ
」

申
込
み

申
込
書
を
4
月
10
日

（
土
）
ま
で
に
〒
3
3
4
｜
0
0

0
5
鳩
ヶ
谷
市
里
1
0
8
4
〜
3

4
市
民
音
楽
協
会
事
務
局
・
渡
辺

へ
郵
送
ま
た
は
F
A
X
で
。
6
2

8
5
・
9
6
1
7
※
申
込
書
は
各

公
民
館
、
ダ
ヴ
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

同
協
会
事
務
局
・
渡
辺

1
2
8
3
・
0
4
8
3

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
0
・

5
2
2
2

日
　
時
　
4
月
4
日
（
日
）、
受

付
＝
午
前
8
時
20
分
〜
9
時
、
第

二
沼
田
公
園
（
市
民
プ
ー
ル
隣
）

で
。
事
前
申
込
み
不
要
。

コ
ー
ス

10
d

対
　
象

健
康
な

方
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費

市
内
在
住
者
＝
大
人
200

円
、
小
中
学
生
100
円
、
一
般
＝
500

円
、
他
協
会
参
加
＝
300
円

問
合
せ

N
P
O
法
人
埼
玉
県
ウ

※
費
用
無
料
、
当
日
参
加
可

申
込
み
・
問
合
せ

市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
4
・
1
2

5
0

日
　
時

3
月
23
日
（
火
）
午
後

1
時
半
〜
3
時

場
　
所

鳩
ヶ
谷
啓
和
会
ベ
ル
ホ

ー
ム
1
階
フ
ロ
ア
（
辻
9
5
8
）

内
　
容

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

〜
外
に
出
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に

話
し
て
気
分
転
換
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
〜
※
費
用
無
料

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方

申
込
み
・
問
合
せ

市
西
部
地
域

店
街
振
興
組
合
会
館
内
）
へ
（
定

員
締
切
り
）

問
合
せ

同
事
務
局
1
・
6
2
8

6
・
1
5
7
0

日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
み

な
ど
を
気
軽
に
話
し
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

3
月
18
日
（
木
）
午
後

1
時
〜
2
時
半

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
し

て
い
る
家
族
、
か
つ
て
介
護
さ
れ

た
経
験
が
あ
る
方
、
家
族
会
の
運

営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

※
皆
様
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
　
日

4
月
22
日
（
木
）
雨
天

決
行

場
　
所

東
松
苑
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

1
0
2
8
4
・
9
1
・
1
6
6
1

定
　
員

100
人
（
25
組
）

参
加
費

6
0
0
0
円
（
パ
ー
テ

ィ
代
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
費
等
含
む
）

プ
レ
ー
代

1
1
6
0
5
円
（
昼

食
代
等
含
む
）
※
各
自
で
清
算

申
込
み

4
月
5
日
（
月
）
ま
で

に
鳩
ヶ
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事

務
局
（
本
町
1
〜
3
〜
15
本
町
商

11
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認
知
症
予
防
教
室

鳩
ヶ
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

第
8
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

第
5
回

認
知
症
家
族
の
集
い

第
4
回
鳩
ヶ
谷
こ
ど
も

ま
つ
り
参
加
者
募
集

第
5
回
ジ
ュ
ニ
ア
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者
募
集

年
輪
ウ
ォ
ー
ク（
お
花
見
）大
会

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決
め

る
。
実
に
当
た
り
前
の
こ
と
が
な

か
な
か
実
現
で
き
な
い
で
い
る
。

戦
後
、
地
方
公
共
団
体
は
、
法

律
上
、
自
治
団
体
と
な
っ
た
。
自

ら
の
権
限
と
財
源
で
、
責
任
あ
る

団
体
運
営
を
行
な
え
る
よ
う
に
な

っ
た
は
ず
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
実

態
は
、
権
限
や
財
源
が
十
分
に
与

え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
や
り
た
く
と

も
で
き
な
い
状
況
だ
っ
た
。

10
年
程
前
ま
で
、
知
事
や
市
町

村
長
は
、
地
域
の
代
表
で
あ
る
と

同
時
に
国
の
機
関
と
し
て
大
臣
の

指
揮
監
督
を
受
け
る
立
場
（
機
関

委
任
事
務
）
に
あ
り
、
地
方
で
行

う
事
務
の
7
割
が
国
の
事
務
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

経
済
成
長
と
と
も
に
、
生
活
が

豊
か
に
な
る
と
、
中
央
統
制
的
な

国
の
あ
り
方
に
様
々
な
面
で
、
支

障
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地

方
分
権
、
住
民
参
加
型
の
シ
ス
テ

ム
へ
切
り
替
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
創
意
工
夫
し
、
頑
張
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
地
方
分
権
が
国
の
政

策
と
な
り
、
平
成
12
年
に
は
機
関

委
任
事
務
は
廃
止
さ
れ
、
国
の
権

限
や
財
源
移
譲
が
順
次
、
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
ま
だ
不
十
分
だ
。

さ
て
、
鳩
山
内
閣
は
、
地
方
分

権
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、「
地

域
主
権
の
確
立
」
を
政
策
と
し
て

掲
げ
、「
地
域
主
権
戦
略
会
議
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

地
域
主
権
の
躍
動

会
議
は
、
首
相
自
ら
が
議
長
と

な
り
、
閣
僚
や
上
田
知
事
を
含
む

地
方
自
治
関
係
者
等
で
構
成
さ

れ
、
今
後
強
力
に
分
権
改
革
を
進

め
る
と
さ
れ
て
い
る
。

以
前
は
、
有
識
者
の
委
員
会
の

勧
告
を
受
け
て
政
府
が
計
画
を
樹

立
す
る
と
い
う
2
段
構
え
の
た

め
、
計
画
決
定
ま
で
に
様
々
な
横

や
り
が
入
り
、
勧
告
に
沿
っ
た
改

革
が
進
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

今
後
は
、
戦
略
会
議
自
体
が
計
画

を
策
定
す
る
の
で
、
そ
の
実
行
性

に
期
待
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、国
と
地
方
の
関
係
は
、

必
ず
し
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

国
民
生
活
優
先
の
考
え
で
あ
れ

ば
、
政
策
を
国
と
地
方
が
十
分
協

議
し
、
実
効
性
あ
る
も
の
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
地
方
の
意

見
の
反
映
は
依
然
と
し
て
不
十
分

だ
。
焦
点
の
子
ど
も
手
当
の
実
施

に
当
た
っ
て
も
、
全
体
的
な
子
育

て
政
策
の
中
で
、
優
先
度
を
評
価

し
て
実
施
す
べ
き
、
又
、
地
方
負

担
ゼ
ロ
、
保
育
料
等
滞
納
分
へ
の

充
当
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
が
、

協
議
は
進
ま
ず
、
厳
し
い
財
政
環

境
下
で
何
故
、
経
済
支
援
策
に
莫

大
な
予
算
を
使
う
の
か
国
の
説
明

は
不
十
分
だ
。

今
後
、
年
金
、
医
療
、
保
険
等

地
方
と
十
分
な
協
議
が
必
要
な
改

革
が
目
白
押
し
で
あ
る
。

地
域
主
権
を
言
う
の
な
ら
地
方

の
自
主
制
、
主
体
制
が
十
分
に
生

か
せ
る
仕
組
み
を
構
築
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

今
後
の
戦
略
会
議
の
行
方
を
注

視
し
な
が
ら
、
地
方
側
の
責
任
の

重
要
性
を
認
識
し
、
将
来
の
布
石

と
な
る
し
っ
か
り
し
た
行
財
政
の

確
立
を
急
ご
う
と
考
え
て
い
る
。


